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田中康夫の

41

「
税
金
と
い
う
お
代
を
事
前
に
頂
戴
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
私

た
ち
は
、
県
民
に
奉
仕
す
る
総
合
サ
ー

ヴ
ィ
ス
産
業
の
従
事
者
で
す
」。

　

44
歳
で
信
州
・
長
野
県
知
事
に
就
任

「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
や
「
奉
仕
者
」
は
行

政
や
政
治
に
馴
染
ま
な
い
と
上
か
ら
目

線
な
深
層
心
理
の
現
れ
で
し
た
。

　

初
登
庁
日
、
各
部
局
へ
の
挨
拶
で
僕

が
差
し
出
し
た
名
刺
を
職
員
が
折
り
曲

げ
た
事
件
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
。
メ
デ

ィ
ア
は
挙こ
ぞ

っ
て
守
旧
派
幹
部
の
行
為
と

し
て
報
じ
、
全
国
か
ら
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

手
紙
、
更
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
る
符
牒
が
存

在
し
な
か
っ
た
往
時
に
メ
ー
ル
も
県
庁

に
殺
到
。
即
刻
配
置
転
換
す
べ
し
の
意

見
が
圧
倒
的
で
し
た
。
け
れ
ど
も
僕
は
、

引
き
続
き
企
業
局
長
の
任
を
全ま
っ
と
う
し

て
欲
し
い
と
彼
に
伝
え
ま
す
。

　

実
は
彼
は
、
以
下
の
台
詞
を
僕
に
伝

え
た
上
で
名
刺
を
折
っ
た
の
で
す
。

「
今
日
か
ら
貴
方
は
知
事
。
我
々
と
一

緒
に
仕
事
を
す
る
同
志
だ
。
外
部
の
お

客
さ
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
証
し
と
し
て

…
」
と
。
膨
大
な
数
の
同
行
記
者
や
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
ト
に
上
気
し
て
の
突

発
的
行
為
。
が
、
報
道
番
組
も
ワ
イ
ド

シ
ョ
ー
も
、「
…
」
に
当
た
る
「
こ
の

名
刺
は
折
り
曲
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

の
部
分
の
み
を
オ
ン
エ
ア
し
ま
し
た
。

　

４
ヶ
月
後
の
２
０
０
１
年
２
月
20
日
、

「
日
本
の
背
骨
に
位
置
し
、
数あ
ま
た多

の
水

源
を
擁
す
る
長
野
県
に
於
い
て
は
出
来

得
る
限
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
を

造
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
僕
が
「
脱
ダ

ム
」
宣
言
で
９
つ
の
県
営
ダ
ム
計
画
中

止
を
発
表
す
る
や
、
県
議
会
の
大
多
数

か
ら
猛
反
発
を
受
け
ま
す
。
す
る
と
５

月
の
連
休
明
け
、彼
は
大
胆
不
敵
な「
提

案
」
を
持
っ
て
、
ガ
ラ
ス
張
り
知
事
室

へ
入
っ
て
来
ま
す
。
企
業
局
は
、
県
営

水
道
や
有
料
道
路
に
加
え
て
公
営
電
気

事
業
の
発
電
所
も
所
掌
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
竜
川
水
系
の
南
ア
ル
プ
ス
が
水
源

の
三み
ぶ
が
わ

峰
川
最
上
流
で
国
が
直
轄
事
業
と

し
て
計
画
す
る
戸
草
ダ
ム
に
、
県
が
水

力
発
電
で
事
業
参
画
す
る
方
針
を
見
直

し
た
い
と
切
り
出
し
ま
す
。
ダ
ム
建
設

総
事
業
費
の
３
割
を
県
が
負
担
し
、
竣

工
後
に
電
力
会
社
に
売
電
す
る
事
業
計

画
は
、
管
内
の
電
力
事
情
を
鑑
み
る
に

到
底
、
採
算
が
見
込
め
な
い
。
従
っ
て

過
去
14
年
間
負
担
し
て
き
た
ダ
ム
調
査

費
の
今
年
度
限
り
で
の
打
ち
切
り
を
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
伝
え
た

い
、
と
。
僕
は
同
意
し
ま
す
。

　

豈あ
に
は
か図
ら
ん
や
国
交
省
も
県
の
動
き
を

受
け
て
戸
草
ダ
ム
計
画
の
見
直
し
を
開

始
。
僕
が
退
任
後
の
２
０
０
８
年
、
不

要
不
急
だ
と
事
業
中
止
を
正
式
発
表
。

後
に
国
交
省
幹
部
か
ら
耳
打
ち
さ
れ
ま

す
。
有
り
難
い
切
っ
掛
け
で
し
た
、
と
。

　

星
霜
を
経
て
東
京
都
の
小
池
百
合
子

知
事
は
、「
全
都
庁
の
職
員
を
粛
正
し

た
い
」
と
会
見
。
タ
ク
シ
ー
の
ラ
ジ
オ

で
聴
い
た
瞬
間
、ヨ
シ
フ・ス
タ
ー
リ
ン

や
金
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
が
好
ん
だ「
粛
清
」と
早
と

ち
り
し
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

「
北
風
と
太
陽
」
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
を

繙ひ
も
とく
迄
も
な
く
、「
官
VS
民
」
と
指
弾

さ
れ
る
官
に
所
属
す
る
一
人
ひ
と
り
と

て
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
子
供
の
教
育

に
悩
む
民
の
１
人
。
退
任
し
た
先
輩
に

累
を
及
ぼ
す
勿な
か

れ
と
〝
冷
温
停
止
状

態
〞
に
陥
っ
て
い
た
、
本
来
は
有
為
な

職
員
に
人
間
の
体
温
を
取
り
戻
し
て
貰

う
事
こ
そ
、
急
が
ば
回
れ
、
伏
魔
殿
と

彼
女
も
呼
ぶ
都
庁
改
革
の
一
歩
で
す
。

　

に
も
拘
ら
ず
、「
情
報
公
開
」
を
力

説
す
る
上
山
信
一
特
別
顧
問
を
筆
頭
に

「
進
駐
軍
」
が
都
庁
改
革
本
部
で
跳
梁

跋
扈
。
他
方
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
不
在
を
糾

弾
し
、
３
施
設
の
代
替
案
を
提
示
し
た

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

調
査
チ
ー
ム
」
名
の
文
書
全
97
ペ
ー
ジ

の
何
処
に
も
メ
ン
バ
ー
の
名
前
が
見
当

た
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
願
い
は
後
世
に
誇
れ

る
レス

タ

ジ

ア

ム

ジ
ェ
ン
ド
。
負し

ゃ

っ

き

ん

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
を

生
ま
な
い
の
が
都
民
の
願
い
。
二
律
背

反
な
「
ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
着
地
点
も
見

え
ぬ
ま
ま
迷
走
し
、
全
て
は
「
百
合
子

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
一
人
舞
台
と
化
し
つ

つ
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
嗚
呼
。

し
た
２
０
０
０
年
10
月
26
日
、
部
長
会

議
で
挨
拶
す
る
と
、
年
上
の
幹
部
職
員

か
ら
異
論
が
続
出
し
ま
す
。
我
々
が
サ

ー
ヴ
ィ
ス
産
業
の
従
事
者
と
は
何
事
ぞ
、

と
。
税
金
で
禄ろ
く

を
食は

む
に
も
拘
ら
ず
、 「Yurikoファースト」

★
次
号
12
月
号
の
発
行
日
は
11
月
25
日(

最
終
金
曜
日
）で
す
。


